
（ア）至急かかりつけ医に相談

（イ）息苦しさ・強いだるさ・高熱など「強い症状がある」場合はすぐに龍野健康福祉事務所へ連絡

　※　教員・生徒の感染が確認された場合は、保健所により、濃厚接触者の出席停止あるいは学校の

          臨時休業等の措置がとられる。

生徒登校 未検温生徒

A症状は別室へ

（担任or副担任）

※校舎1階カウンセ

リングルームを使用

A症状

対応別室

A症状別室対応

（１）対応教員（養護教諭）は、必要に応じてフェイスガード（ゴーグル）、マスク等着用

（２）対応教員（養護教諭）は、該当生徒を検温・健康観察

（３）保護者への緊急連絡・お迎えの依頼（学年等）

（４）保護者到着後は引き渡しと今後の対応について説明（養護教諭）

　（ア）至急かかりつけ医に相談

　（イ）息苦しさ・強いだるさ・高熱など「強い症状がある」場合はすぐに龍野健康福祉事務所へ連絡

　※　児童生徒の感染が確認された場合は、保健所により、濃厚接触者の出席停止あるいは学校の

          臨時休業等の措置がとられます。

B症状は保健室へ
B症状

保健室

B保健室対応

（１）A症状以外の生徒への対応（B症状及び別室登校生徒等）

（２）原則養護教諭は、職員室・保健室でB症状やCの生徒の急な怪我等

　　　への対応が必要であるが、状況によりA症状別室対応も行う。

A症状は別室へ

（担任or副担任）

A症状

対応別室

B症状は保健室へ
B症状

保健室

通常下校

登校時（担任or副担任）

健康観察表確認

A:発熱や風邪症状等の体調不良者

B:A症状以外の体調不良

C:体調良好

※心理的ストレス等を含めた児童生徒の状況把握に努め

る。

通常授業・学校教育活動中

A:発熱や風邪症状等の体調不良者

B:A症状以外の体調不良

C:体調良好

学校における感染症対策対応フローチャート（対応案）

※学校医や学校薬剤師と連携し、他の様々な感染症対策も行いながら状況に応じた対応する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　①保護者へ毎日の健康観察の徹底等を連絡

　　　　　　　　　　　　　　　　　②保護者が感染者及び濃厚接触者になった場合の連絡要請

①：保護者は必ず、児童生徒の登校前に、検温・健康観察を行い風邪の症状、発熱、強いだるさ（倦怠感）及び息苦しさがないか確認すること。（観察表に記入を徹底）

②：職員は出勤前に自ら検温を行い、発熱の症状、風邪の症状、強いだるさ（倦怠感）及び息苦しさがないか確認すること。（自己責任として徹底）

発熱（平熱+１℃）・咳などの風邪症状のある場合。

出勤・登校は控え、自宅で療養する。学校へ必ず状況を連絡する。

① 対応した教員は、対応後、手洗い・うがい・顔洗浄・消毒をして、状況に応じては上着を

    着替える。

② 校内の状況を考え、対応教員の事後対応を検討する。

1Fフロア→検温・健康観察後、A症状は別室、B症状は保健室、C症状は教室へ

A症状

B症状

A症状

B症状

C体調良好

教室へ

C体調良好

A症状

B症状

登校・出勤

A症状 Ｂ症状Ｃ症状


